
 
 
 
 
 

 
 
 

 
学校教育目標 「気づき、考え、実行する子どもの育成～博愛の里 伸びゆくわれら 中小っ子」 

 

 

 

 

 校庭の桜が美しい花を咲かせている春、令和７年度の修了式を迎えました。令和７年度も、保護者や地域の皆

様にたくさんのご協力をいただき感謝申し上げます。また、コミュニティスクールとしてのスタートや１５０周

年記念式典の開催、川副給食センターの火災等、様々な状況において地域・保護者の皆様から温かいご支援をい

ただきましたこと、重ねて御礼申し上げます。 

 令和７年度職員一同、子どもたちのよりよい成長を願い、力を合わせて教育活動に取り組んでまいりました。

中川副小学校の子どもたちの豊かな成長を願いながら、令和８年度職員へバトンを渡します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

佐賀市立中川副小学校 学校通信 

No.２０ 令和８年３月２４日 

文責：校長 中武 友子 

 令和７年度が終わります。１年間、ありがとうございました！ 
            

 

 

 卒業式ではじめて在校生代表で司会を

したら、いつもより６年生を笑顔で見送

ることができてよかったです。１か月間

練習を積み重ねられたから、本番ではう

まくできました。 ５年生 ひまりさん 

 第７９回卒業証書授与式を挙行 １６名の卒業生が巣立ちました 
            
 ３月１３日に卒業証書授与式を行いました。卒業生は堂々とした態度で臨み、一人一人が卒業証書を受け

取り、決意を述べました。感謝の気持ちを込めた言葉や「旅立ちの日に」の歌声など、中っ子たちをリード

してきた頼もしい６年生の姿でした。卒業生を慕っていた下級生も、歌「大空がむかえる朝」と言葉で、精

一杯卒業を祝いました。特に、最上級生のバトンを受け継ぐ５年生は、司会や言葉で在校生をリードしまし

た。来賓の方々、保護者様、職員を含め、参加者全員が卒業生の門出を祝う感動の式となりました。 

 卒業式の後に、全児童と職員で、創立１５０周年の記念歌「きらり輝け 中っ子たち～１５０年の歴史とと

もに」を歌いました。会場全体が子どもたちの歌声の温かさに包まれる素敵な時間となりました。 

 辞任職員の紹介 
             4 月１日付の人事異動に伴

い、５名の職員が転出するこ

とになりました。これまで、

地域・保護者の皆様に支えて

いただきました。心より感謝

申し上げます。本日、辞任式

を行い、子どもたちとお別れ

をしました。 

1年生が手作りの花束を

プレゼントしました。 
 

 しっかりと練習していたのできんちょ

うせずに司会をできました。来年はぼく

が６年生だから下級生にやさしくしたい

と思います。   ５年生 かなたさん 

 しっぽの数に気を付けて「たばまるく

ん」を描きました。たくさんの人に色使

いが上手だとほめられてうれしかったで

す。次は最上級生だから、いろんなこと

にチャレンジしたいです。 

5年生 あんなさん 

 

ｎンジしたいです。 

 

フォトスポットとして、

６年１組キャラクターを

５年生が制作しました。 

 

手作りの水引のひもで

作ったコサージュを５

年生が贈りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 卒業式の歌のばんそうをひいてくださってありがとうございました。お

かげで、きれいな音色のばんそうで歌うことができました。６年生もうれ

しかったと思います。約１カ月で、とっても上手にひけていたので、聞い

ていてすごかったです。たくさん練習してくださったんだと思います。あ

りがとうございます。これからも、中川副小学校ですてきなばんそうをひ

いてください。ぜひ、よろしくお願いします。   ５年生 あずみさん 

  

コミュニティスクール初年度  
 おかげさまで 地域とともにある学校として 進化できました！ 
            

 ７日（火） 始業式 

 ８日（水） 給食なし４時間授業 

 ９日（木） 給食開始 

１０日（金） 入学式 

１７日（金） １年生給食開始 

       

２０日（月） 家庭訪問（２１日・２３日） 

２４日（金） １年生を迎える会 

       春の遠足 

  ５月の主な行事予定 

１４日（木）授業参観・学級懇談会 

 本校は今年度からコミュニティスクールとなり、学校運営協議会が設置されました。年間、５回の学校運

営協議会を開催し、坂田小四郎会長様はじめ学校運営協議員の皆様には、学校の目標やビジョンを共有した

上で、学校や地域の課題等について話し合っていただいてまいりました。「熟議」を通して、１５０周年記

念式典やふるさと交流ボランティアの行事の内容や地域との連携の取り方について、よりよい教育活動とな

るよう意見を出していただきました。回を重ねるごとに、子どもたちの主体性を高めるという本校学校目標

を意識されたご意見をいただけるようになり、会の目的を果たせるようご尽力いただいていることを感じま

した。事前に学校運営の専門用語について調べてから参加していただくなど、学校運営協議員の皆様の高い

参画意識に感謝申し上げます。 

それに加え、任期２年目となる坂田民子地域教育コーディネーターの熱意と地域ボランティアの方々のご

協力と連携のおかげで、３年生のトマト栽培見学や５年生の水引コサージュづくりなど、新たな地域教材を

活かした授業を数多く行うことができました。また、地域ボランティアの冨崎エミさんに１５０周年記念事

業のキャラクター「中っ子うさねこくん」のぬいぐるみを作っていただいたり、地域ボランティアの副島和

久さんに卒業生の歌の指導に来ていただいたり、児童の願いを叶える教育活動に地域の皆様に参加していた

だいたことも大変ありがたかったです。 

卒業式では、地域ボランティアの野中百合子さんに伴奏をお願いいたしました。野中さんのおかげで、国

家、校歌、６年生が歌う「旅立ちの日に」、下級生が歌う「大空が迎える朝」、そして１５０周年記念歌「き

らり輝け中っ子たち～１５０年の歴史とともに～」の５曲、すべて美しい生のピアノ演奏で歌うことができ

ました。野中さんには、卒業式当日だけでなく、それまでの卒業式練習でも演奏していただきました。子ど

もたちの歌のスピードと曲想に合わせ、弾くスピードを調整し、本番を迎えていただきました。野中さんの

お宅の近くを通って登下校している子どもが「いつも練習してくださっていた」とうれしそうに話していま

した。卒業式の翌週にご来校いただき、在校生代表の 5 年生が感謝の手紙と花束を送りました。野中さんに

とって卒業式での伴奏は、チャレンジであり勇気が必要なことだったと思います。子どもたちに、「誰かの

ために（子どもと学校のために）チャレンジする姿」を見せていただいたことが、とてもとてもありがたか

ったです。 

子どもたちのために、「気づき 考え 実行する」大人の方々がつくってくださる中川副校区の温かい風

土と皆様方に感謝と敬意の気持ちでいっぱいです。大変ありがとうございました。 

 

  


